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ブラウニングの ｢チャイルド､ロー
ランド･暗黒の塔に到達せり｣は果し
て寓話詩であろうか｡
渡 邉 清 子
はじめに ~
表題の詩"ChildeRolandToTheDarkTowerCame"①はBrowningの研
究者達によってそれがalegory(寓話詩)であるか否か等につき､多くの異な
る観点から論評されて来た｡
F.G.Kenyonは"Itsexplanationhasalwaysbeenafavouriteexercise
inBrowningSocieties,andmanyingeniousmeanlngShavebeenex-
tractedfromit;butitseemspreferabletoregarditasmerelyafan-
tasiaonthethemeofEdgar'ssonginKingLeaT･."②と述べているo し
かし彼がこの作品を単なるFantasia､つまり幻想詩､或は空想詩と考えるの
がのぞましい､と述べたことに対し､賛意､反論､異論が続出した｡ある者は
これを純粋なロマンスと称え､ある者はこれを寓話詩と主張し､他のものはプ
ラウニングにありがちな深い思想を秘めた作品だと断定した｡各人各様の意見
には､理の通る所や通らないところ等色々あるが､その賛否を決める前に､や
はり作品そのもの 成ゝ立と､内容をよく吟味して置く必要があると思う｡そ
① 本論文に引用する詩は下記の全集のVo1.3からのものである｡
SirF.G.Kenyon;(Withintroductionby);TheWoT･hsofRobeT･t
BT･OWning:CentenaryEditionlnTenVolumes,(AmsPress,Inc.,New
York,1966),pp.405-413.
@ F.G.Kenyon;ibid.,p.xlv.
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れでこのことを踏まえつ ､ゝ各節毎に解説を試み､この作品のより良き理解を
深めたいと思う｡
Browningによればこの詩は1852年1月2日にバリー でか れゝたのであるが､
1855年に始めてMenandWomenの中に印刷発行されたL｡それから後､幾つ
かの言葉や句読点が書き変えられ､1963年にDramaticRomanceの中に編入
された｡この詩は34stanzas(節)からなる長い詩である｡各節はともに､各
行6つのiambicpentameterを持つ6行からなっていて､そのrhymescheme
はabba･abでsonnet形式の6行を踏襲している｡
ChildeRolandが書かれた経緯につき､Browning自らが説明 したものを
LilianWhitingが紹介している｡それをNortonB.Crowell①及び､Wiliam
ClydeDeVane④がそれぞれの論文に指摘していて重要だと考えるので､下
に引用しておく｡
Browningが死ぬ2年前の1877年に､或る人がこの詩に寓意的解釈をほどこし
て､詩人の意見を求めたことがあった｡その時の彼の答が次の通りであったと
言われる｡
Oh,no,notatal.Understand,Idon'trepudiateit,either.Ionly
meanIwasconsciousofnoalegoricalintentioninwritingit.'T
was likethis:oneyearinFlorence,Ihadbeenverylazy;
IresolvedthatIwouldwritesomethingeveryday.Wel,thefirst
dayIwroteaboutsomeroses,suggestedbyamagnificentbasket
thatsomeonehadsentmywife.ThenextdayChildeRolandcame
uponmeasakindordream.Ihadtowriteit,thenandthere,
③ NortonB.Crowel;AReadeT･'sGuideloRobertBroLUning,
(UniversityofNewMexicoPress,1972),p.140.
@ wiliamClydeDeVane;ABrowningHandbook,(F.S.Craft&Co.
NewYork,1935)p.204.
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andIfinished.itthesameday,Ibelieve.Butitwassimplythat
Ihadtodoit.IdidnotknowthenwhatImeantbeyondthat,
andI'msureIdon'tknownow.Butlamveryfondorit.
こ にゝ述べているように､自分の怠け癖について反省した彼は ｢一日に一つ
の詩を｣と1852年の元旦に決意し､その日に"WomenandRoses"を完成し､
翌2日に"ChildeRoland'を､その明くる3日■には"LoveAmongthe
Ruins"を書き終えたと言っている｡
このような超人的な早さでこれだけの大作をものにすることの出来たプラウ
ニングのことをDeVaneは次の如く評している｡ "Undertheseconditions,
itisevident,Browningcaleduponhisdeepestresources,forthethree
poemsthuswrittenrepresentavividdream,afantasythatmight
almostbecaledanightmare,andpossiblyreminiscence."⑤た しかに
DeVaneのみならず他の研究者が指摘するようにBrowningはこれらの詩を書く
にあたって､彼自身がそれと気付かない多くの豊かな経験を通して､潜在意識
的に､心中深く秘蔵していた"resources"を用いたのではないかと推察され
る｡それで人々は彼の用いた"resources"(要素)が何であったか､そして
それらは何を意味するか等々を詮索したがる｡それ故Browningも"CPilde
Roland"はalegoryであるのか､ないのか､さもなければ､詩の中にいかな
る意味がかくされているのか等々､読者にたずねられて､相当に困惑したらし
い｡しかしその度毎に彼はそれを否定し続けた｡Crowellはそのことに関し次
の如く言及する｡
Brownlngrepeatedlydeniedthatthepoemhadanyalegoricalsignifi
-canceormoralpurposP･Heinsistedthatitwassimplyadramatic
visioninspiredbyEdgar'ssonginLear,ActⅢ,sceneiv,inwhich
Edgar,disguisedasamadman,saysorhisnightmareJOurney,-⑥
@ WilamClydeDeVane;ibid.,p.204.
@ NortonB.Crowel;ibid.,p.140.
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さればこそBrowningはわざわざ詩の題名の下に (SeeEdgar'ssongin
"Lear')と記している｡この詩の題名と成立についてIoanM.Wiliamsは
次のように説明している｡ "Thetitleorthepoem istakenfrom aline
inEdgar'ssonginKingLeaT･I
ChildeRowlandtothedarktowercame,
Hiswordwasstil,-Fie,rob,andfun,
IsmelthebloodofaBritishman. (Ⅱ,iv,l.187-9)'
InitscontextinKingLeaT･thelinehasnoapparentmeanlng,but
ismysteriousandsuggestive.Browningtakesthisstrangelyemotive
line,andbuildsarounditaspecific,concretecontext.Heputsboth
ChildeRolandandtheDarkTowerimthecontextorthechivalric
quest-athemewhichwas,throughouthiscareer,aconvenientand
attractivemediumfortheexpressionorhisphilosophy.①
Browningと深い交わりを持ち､彼の詩の良き理解者として知られている
Mrs.S.Orrがこの見事な詩が､｢リヤ王｣に出ていたわずか一行から暗示を受け
て書き上げられたということにつき､手短に明瞭に述べているところがあるので注
目したい｡
"- ;andwearereducedtotakingthepoem asasimpleworkor
fancy,builtupofpicturesqueimpressionswhichhave,separatelyor
colectively,producedthemselvesintheauthor'smind."と述べ､更につけ
加えて B`utthesepicturesqueimpressionshad,also,theiridealside,
whichMr.Browningasspontaneouslyreproduced;andwemayal
recognlZeunderthesemblanceoftheenchantedcountryandthead-
venturousknight,apoeticvisionorlire:"⑧と言う｡ このことがやはり
O IoanM.Wiliams;RobertBrowning(LiteratureinProspective)
(EvansBrothersLtd.,London1967)p.103.
@ Mrs.SutherlandOrr;AHandbookTotheWorkso/RobertBrou)nine
(G.BelandSons,Ltd.,London,1927)p.274.
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後の批評家達の見逃せぬ所となった｡ともあれBrowningの想像力は果てしな
く拡がり､それをもとにして鋭い描写力を巧みに駆使し､この作品をまとめあ
げたのは事実であるO彼がEdgarのうたの中に"tower"という言葉があるの
を見た時､いっかバリー で見たCarraraMountainsの中に立っていた塔の絵
を連想したのであろうとMrs.Orrは言う｡又詩の中に出てくる盲目の老いぼ
れた馬について彼女は､Browning自身の部屋に装飾用としてかけられている
つづれ織の壁掛に措かれている馬のイメージを連想したと本人がのべたと伝え
ている｡Dr.Furnival⑨も又､詩の中にあらわれるやせ衰えた､無気味な赤
い馬は､詩人の部屋に掛けられてある壁掛からとられたイメージであるとし､
又塔についてはCorreCastleか､或はイタリー の山の中にある塔の絵を連想し
て詩の中に投入したものとも述べている｡彼に言わせると､これらの要素の詮
議立てそれ自身は､直接的にあまり重要でないかも知れないが､詩人が作詞す
るにあたっての抱負や目的を知る鍵になり得ると説明している｡
ついでながら､この作品は､Browning自らが強力に主張し,言うように､
始めから遠大な理想や意図をもって書 れゝたものではないらしい｡詩人のこの
説を支持するStoprordBrookeをもう一人紹介して置きたいと思う｡彼は以下
のように率直に明言する｡
IbelievethatChildeRolandemerged,alofasuddenandtoBrow-
ning'ssurprise,outofthepureimagination,liketheSea-born
Queen;thatBrowningdidnotconceiveitbeforehand;thathehad
nointentioninit,noreasonforwritingit,andnodidacticor
moralaim init.Itwasnotevenbornofhiswil.Nordoeshe
seem tobeacquaintedwiththeoldstoryonthesubjectwhich
tookaballadform inNorthernEngland.Theimpulsetowriteit
wassuddenlyawakenedinhimbythatlineoutofanoldsongthe
@ JamesFotheringham:StudiesoftheMindandArtofRobertBrow-
ning,(HoraceMarshal&Son,London,1900),p.474.
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FoolquotesinKingLeaT･.0
Brookeのこの明言は､前述したように､Browningがかって読者の問に答え
たこの詩に関する所見そのままを､ほとんど文字通りに､正直に受け継いだも
のとして注目される｡Brookeのこの意見に対して､そのまま納得し､賛意を
表する者は必ずしも多くはないかも知れないが､貴重な意見だと思う0
これまではこの詩が寓話詩であるか､否かを考えるのに時を費やしたが､こ
れからは内容に入って行きたい｡先ずはじめに､物語の大意を説明し､次いで､
各節を個別的に解釈し､終りには､あくまでも寓話詩であるとか､moralview
が隠されているとか､言う人々の考えにも耳を傾けて行きたいと思っている｡
DarkTower(暗黒の塔)への冒険にいどんだ勇敢な騎士は今までに数多く
あったが､かって1人もその目的を達し､無事に成功して戻って来たものはな
かった｡それにもめげず"ChildeRolandという若い騎士はその任務遂行のた
め暗黒の塔を目差して出かけて行く｡彼は途中で想像も及ばぬ数限りのない苦
労や困難に遭遇する｡彼は荒涼とした原野をわたりながら､身の毛のよだっよ
うな不気味な光景に幾度も出会った｡道なき道を進みながら､堪え難い孤独感
や絶望感に襲われたが､懸命にそれらと戦いっ ､ゝ忍耐と力を振りしぼり､押
し進んで行った｡彼は時折彼を誘うが如き人影や声を聞いたとさえ思った｡疲
労困ばいの末､やっと目差すDarkTowerに到達した｡その時彼は､勇敢に､
たじろかず唇に角笛をあて､高らかにそれを吹き鳴らした｡以上がこの詩の概
要である｡
Wiliam LyonPhelpsは "Thepoem ChildeRolandisunlqueamong
Brownlng'smonologues.HispoetryusualylSOrthenoondayandthe
@ StopfordA.Brooke;ThePoetT･y0/RobertBrowning.(NewYork,
ThomasY.CrowelCompany,1902),pp.274-275.
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market-place;butthismighthavebeenwrittenbyColeridge,orMe-
terlinck,orEdgarAlanPoe.Ithasindeedthe w`izardtwilight'
Coleridgeknew･Theatmosphereisuncannyandghoul-haunted:the
sceneryisaseriesofsombreandhorribleimaginings"①と評している｡
陰うつな不気味なその辺りの様子や､その中を旅する騎士の様子を作者は､す
べて騎士自身が語るmonologue(独白)という形をとって述べさせている｡
Blackburnが"-itisobviousenoughthatBrownlngistheprotagonist
asheattemptstotravelthroughadepressionwhichcannotbeavoided
orwishedawayontootherpeople."①と指摘しているように､その独白
の主人公は騎士､即ちBrowning自身であると考えられる｡それ故､人々は執
念深く､彼がいかなる意図をもってこの詩を書くに至ったかを､聞きたがり､
又憶測したくなるのであろう｡しかし我々はもはやその書かれた意図が何であ
るかを求める前に､詩人が ｢Edgarの歌｣の中の1行から得たヒントをもとに
して作り出したrantasiaの世界に踏み込んで各節毎に読解を試みたい｡
Ⅰ
Myfirstthoughtwas,heliedineveryword,
Thathoarycripple,withmaliciouseye
Askancetowatchtheworkingorhislie
Onmine,andmouthscarceabletoafford
Suppressionortheglee,thatpu一sedandscored 5
Itsedge,atonemorevictimgainedthereby.
いみじくもⅠ.M.Wiliamsが"Thisfirststanzasetsthetoneofthe
⑪ WilamLyonPhelps;RobertBroLuningHowloKnowHim,
(Ⅰndianapolis,TheBobbs-MerrilCo‥Publishers,1915)pp.231-2.
⑫ ThomasBlackburn;RobeT･lBT･OWning:AstudyofmsPoetry.
(Eyre&SpotiswoodeLondon,1967),p.172.
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wholepoem."(p.104)と述べているように詩全体を覆う異様な気味の悪い
雰囲気が漂う｡騎士の独白は次のようにはじまる｡
自分は最初に､.彼の白髪の政の老人奴は一語一語我に嘘をついている
と思った｡彼は彼の虚言がどのような影響を我に与えたかをみるため
に､我にむかって意地の悪い流し目を送って来た｡
彼は今､もう一つの獲物を手に入れた喜びを隠し切れぬかのように口
許をすぼめ､ぎゅっと紋をよせて引き締めた.
読者はこの節からは奇怪な老人の外見の姿形と､騎士に対する悪意は感ぜら
れるが､騎士がどこに行く道を老人にたずねたかはわからない｡又彼が何を目
的としてこ にゝ辿り着いたかも不明である｡それなのに老人の態度は全く物知
り顔である｡
Ⅱ
Whatelseshouldhebesetfor,withhisstar√?
What,savetowaylaywithhislies,ensnare
Altravelerswhomightrindhimpostedthere,･
Andasktheroad?IguessedwhatskulHikelaugh 10
Wouldbreak,whatcrutch'ginwritemyepitaph
Forpastimeinthedustythoroughfare,
いったいあの老人は杖をもって､何の目的があって此所に現れたので
あろうか｡そこに立って道を問う旅人達を待ち伏せしていて､うまく
崩し､自分の恩うま にゝ操ろうとする以外に､どうしようというのか.
彼がもしそうすることが出来たならばどんな骸骨のような不気味な
げらげら笑いを発するだろうか､又いか様にして彼は杖で我が
基碑銘を気まぐれに､填だらけの大道で書き始めるのだろうか､
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(詩のⅡ節の終わりはコンマで区切られ､Ⅱの初めまで続いた一つの文の
ように意味の上ではなっている｡)
Ⅲ
Irathiscounsellshouldturnaside
lntothatominoustractwhich,alagree,
HidestheDarkTower.Yetacquiescingly 15
1didturnashepointed:neitherpride
Norhoperekindlingattheenddescried,
Somuchasgladnessthatsomeendmightbe.
もし老人の誘いに自分が従って､かの暗黒の塔の隠されてあるという
気味の悪い荒野に踏み込むならばと､我は思った｡(Ⅱ節の終りから
ここまで続いている)自分はそれでもいさざよく指示された方に向か
って行った｡さりとて何か自分が目当てにしているものに到達するだ
ろうと言う希望や誇りが抱けたからではなく､たゞこの苦難の旅の終
りが近づいたのではないか､という喜びしかなかったのであった.
Ⅳ
For,whatwithmywholeworld-widewandering,
Whatwithmysearchdrawnoutthro'years,my
hope 20
Dwindledintoaghostnotriもtocope
WiththatobstreperousJoysuccesswouldbring,-
1hardlytriednowtorebukethespring
Myheartmade,findingfailureinitsscope.
と言うのは､自分は今まで世界中を股に掛けて遍歴し､幾とせも探検
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に明け暮れたが､我が希望は影の如くすっかり痩せ衰えてしまったか
らであった｡例え成功がもたらされても､その賑々しい喜びにも､と
ても堪えられそうになくなってしまった｡自分はもはや今は､かって
失敗するかも知れないと言う予感を持ちながらも､希望の泉を湧き立
たせたことを､非難することも出来なくなってしまった｡
Browningの詩には詩人が心のおもむくま にゝ句読点や文脈を､無祝して奔
放に筆を走らせている所が多い｡この次のⅤ､Ⅵ､Ⅶは本来一つの文であるべ
きである｡V.C.Harringtonも"StanzasV,ⅤⅠ,andVIarerealyal
onesentence.ThereisnoconclusiontothesentenceuntilstanzaVII.'⑳
と注意を促している｡
V
Aswhenasickmanveryneartodeath 25
Seemsdeadindeed,andreelsbeginandend
でhetearsandtakesthefareweloreachfriend,
Andhearsonebidtheothergo,drawbreath
Freelieroutside,("sincealiso'er,"hesaith,
"Andtheblowfallennogrievingcanamend;") 30
それは恰も瀕死の病人が自らもう既に死んだもの よゝうに思われてい
る時､周囲の人々のある者は涙を流し､あるものは涙を乾かしている
のを感じる｡又友人達から送られる別れの言葉を聞き取る｡臨終の床
の側で息を殺していた人々は外に出てはっとする｡そして (｢これで
商事休す｡絶えた命は再びつなぎ止めることは出来ない｡嘆いても仕
方がない｡｣)と言っているのを聞いている､そんな時のようである｡
⑬ VernonC.Harrington;BrowningStudies;(Boston,RichardG.
Badger,TheGorhamPress,1915)p.122.
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ⅥWhilesomediscussirneartheothergraves
Beroomenoughforthis,andwhenaday
Suitsbestforcarrylngthecorpseaway,
Withcareaboutthebanners,scarvesandstaves:
Andstilthemanhearsal,andonlycraves 35
Hemaynotshamesuchtenderloveandstay.
そればかりか一方では数人の人々は､そこの近くのどこの墓の側に､
今病死した人を埋葬する土地があるだろうかと相談している｡死骸を
運び出すのはいつが一番良いか､その日取りのこと､それと共にどん
な旗を､肩にかける黒のどんなスカーフを､又､どんな旗竿を､等と､
当日のために用意すべきものを､心くぼりして話している声を死に瀕
する男は皆聞いている｡それで彼はこれらの人々の心やさしい心通を
恥づかしめてはならないので､早く死んでしまいたいと願うようなも
のである｡
Ⅶ
Thus,Ihadsolongsufferedinthisquest,
Heardfailureprophesiedsoort,beenwrit
Somanytimes･among"TheBand'-towit,
TheknightswhototheDarkTower'ssearch
addressed
Theirsteps-thatjusttofailasthey,Seemedbest,
Andalthedoubtwasnow-shouldIbefit?
40
このようにして長い間､自分はこの困難な探索 (quest)に耐え､多く
の苦難に遭遇して来た｡人々の間で､前もって予言され､書き記され
ている暗黒の塔を日差しでquest'に出かけた騎士達の冒険的探求の失
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放談を度々聞かされた｡それで自分はもう探検に出かけて行く熱情杏
全く､失くしてしまっていた｡が､自分も騎士の一人として彼等と共
に失敗して亡びるのも却て最もよいことのように思えた｡しかし自分
はこの期におよんで､疑問とする所は､｢自分ははたしてこの失敗を
繰返すことにすらふさわしい者であろうか｣ということであった0
この節の終りの数行は理解しにくい所があるので､Phelpsがこの箇所に関す
る解説をしている所を引用しておく｡参考になれば､と思う｡
"Rolandaloneisleft. Andhehasexperienced so many dis-
appolntmentSthatnowalhopeoffindingtheTowerisdeadinhis
breast.Justonesparkofmanhoodremains.Hecannotsucceed,but
Godgrantthathemaybefittofail."⑩
Ⅷ
So,quietasdespalr,Iturnedfromhim,
Thathatefulcrlpple,Outorhishighway
Intothepathhepointed.Altheday 45
Hadbeenadrearyoneatbest,anddim
Wassettligtoitsclose,yetshotonegrlm
Redleertoseetheplaincatchitsestray.
そこで絶望し切った人のように､自分は静かに､あの憎むべき忌まわ
しい蚊から向きをかえて､彼のいる大道から離れ､彼が指し示した小
道へと入って行った｡その日は1日中物寂しい限りの1日だった｡い
つとはなしに夕闇が迫り､暗い夜を迎えようとしていた｡その時､一筋の
余光がまるでこの荒野に迷い込んだ獲物､つまり自分を､じっと悪意に充
ちた赤い流し目でみて､ほくそ笑んでいるかのように見えた｡自分は
⑭ wiliamLyonPhelps;ibid.,pp.235-236.
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気味の悪い世界に引き込まれて行くような不安をしきりにおぼえた｡
Ⅸ
Formark!nosoonerwasIfairlyfound
Pledgedtotheplain,afterapaceortwo, 50
Than,pauslngtOthrowbackwardalastview
O'erthesaferoad,'t.wasgone;greyplainall
round:
Nothingbutplaintothe-horizon'sbound.
Imightgoon;noughtelseremainedtodo.
と､言うのはごらんなさい｡自分はその荒野に深く入りすぎてしまい､
出ることが出来なくなったことに気がついた｡一歩か二歩､歩いた後､
ペラ
安全な大道の方に最後の1腎をあたえようと､振り返ってみた｡する
と驚いたことに､その大道は消え失せ､まわりは灰色の荒野だけにな
っていた｡地平線の彼方までも荒野が続き､それ以外のものは何も見
えなかった｡自分に出来ることはもうた 前ゞ進することのみで､なす
べきことは何も残っていなかった｡
X
So,onIwent.IthinkIneversaw 55
Suchstarvedignoblenature;nothingthrove:
Forflowers一一aswelexpectacedargrove!
Butcockle,spurge,'accordingtotheirlaw
Mightpropagatetheirkind,withnonetoawe,
You'dthink;aburrhadbeenatreasure-trove. 60
それで､自分はひたすら前進した｡このような飢えた草木のない不毛
のみじめな卑しい自然を今までに自分はみたことがないと思う｡こゝ
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には何一つ栄えない｡花はおろか杉林を望むべくもない!取るに足り
⑮
ない雑草の類 (cockle)や花弁らしいものを全く持たぬ大戦科に属す
⑳
る雑草 (spurge)位は人に摘まれないのを幸いに､自然の法則に従っ
て繁殖し､牛労は原野の主なき財宝として､栄えていた､と思われる
かもしれない｡
l洲
No!penury,inertnessandgrimace,
Insomestrangesort,weretheland'sportion.
"See
"Orshutyoureyes,"saidNaturepeevishly,
"Itnothingskils:Icannothelpmycase:
‥`TistheLastJudgment'sri一emustcurethis
place,
"CalcineitsclodsandsetmyprlSOnerSfree."
いや !とんでもない｡この地にあるのは窮乏と､遅鈍と嫌悪だけであ
る｡それらがある種の不思議な特質をもって地上を覆っていた｡
｢はら､ごらんなさい｡さもなくば眼を閉じて見なくてもよい｡｣と
自然は不機嫌に言った｡｢それはどちらでもよい､何の役にも立 なゝ
いことだ｡私はこの実情に手を貸すことは何も出来ない:しかし､一
切の諸物を焼きつくして､大地を治めることの出来るのは最後の審判
の火災のみである｡それはこの地を全く焦土に変えてしまい､幽閉さ
れている私の植物達に自由を与え､閲放してくれ得るのだ｡｣と自然は
不機嫌に宣言した｡
65
⑬と⑬については以下の書を参照｡
石田意次と石川林四郎註搾 :MenAndWomen(Vol.I)ByRobertBrowning
(研究社英米文学叢書)【研究札 昭和38年 (1963)〕‥Notes-p.77
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此の ｢最後の審判｣に関する記事は聖書のペテロの手紙､第二の三章十節に
次のように記載されている｡
｢しかし､主の日は､盗人のようにやって来ます｡その日には､天は
大きな響きをたてて消えうせ､天の万象は焼けてくずれ去り､地と地
の色々なわざは焼き尽くされます｡｣
この時の壮大な光景を検の裏に描き､それを画面に叩きつけた西欧の偉大な
画家たちの作品が､世界の人々に深い感動を与えていることは周知の事実であ
る｡が､N.B.Crowellも前記 刃節に深い感銘を受けて次のように記 してい
る"Perhapsthemostsignificantlinesinthepoem areinstanzaXI:-
1tisindeedtheLastJudgmentwhichcancurethisplace(thesoul),
purifyitsclodsbyfire,andsetlife'sprisonersfreeforthenextlife."⑬
Ⅶ
Irtherepushedanyraggedthistle-stalk
Aboveitsmates,theheadwaschopped;the
bents
Werejealouselse.Whatmadethoseholes
andrents
lnthedock'sharshswarthleaves,bruisedasto
baulk 70
Allhopeorgreenness?'tisabrutemustwalk
Pashingtheirlifeout,Withabrute'sintents.
もしぎざぎざした鬼薪の茎が､仲間を押しのけて､高く抜きん出て延
びていたなら､その頑は切り落とされていただろう｡もしそうでなか
+Tl十 +-シ+Lン
ったならば"茅萱は嫉んだだろう｡羊蹄のざらざらした黒ずんだ固い
⑰ NortonB.Crowel;ibid.,p.147.
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葉に､何ものが穴や裂け目を作り､緑色を再び帯びる望みを失わしめ
たのか｡野獣共のことだから､勝手に､意のままに､葉を踏みにじっ
て命を奪ってしまったのだろうか｡
ⅩⅡ
Asforthegrass,itgrewasscantashair
lnleprosy;thindrybladesprickedthemud
Whichunderneathlookedkneadedupwithblood. 75
0nestiffblindhorse,hiseverybonea-stare,
Stoodstupefied,howeverhecame､there:
Thrustoutpastservicefromthedevil'sstud!
草は､と言えば癒病人の髪のように薄くまばらに生えていた｡からか
らに乾いた黒い尖がった窯は､血でこね上げたような泥土の中に突き
刺さっていたo硬直しキような盲目の一頭の馬が､その骨があらわに
見える程宿せ細って､まるで知覚を失ったもののように､ぼーっと立
っていた｡馬がどうしてそこに来たのか判らない｡多分もう何の役に
も立たなくなったからというので悪魔の厩から放り出されたのだ !
(騎士はこれらの光景をみて､恐怖でおのゝいたと評されている｡)
ⅩⅠV
Alive?hemightbedeadforaughtIknow,
Withthatredgauntandcolopednecka-strain, 80
Andshuteyesunderneaththerustymane;
Seldomwehtsuchgrotesquenesswithsuchwoe･,
IneversawabruteIhatedso;
Hemustbewickedtodeservesuchpalm.
馬は生きているのだろうか､死んだように見えるのだが-｡赤い､椿
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せた､頚の所に､脂肪か､肉の魂の繋が寄っていた｡彼はその頚をの
ばし､その錆色のたてがみの下側に目を閉じてじっとしていた｡これ
は世にも稀な悲哀と奇怪のまじり合った姿であった｡これ程厭わしく
思ったいやな奴を今までに自分はみたことがなかった｡彼はこれ程の
苦しみに合っても仕方がない程の悪馬だったに違いない｡
ⅩV
Ishutmyeyesandturnedthemonmyheart. 85
Asamancalsforwinebeforeherights,
Iaskedonedraughtorearlier,happiersights,
EreritlyIcouldhopeto.playmypart.
Thinkfirst,rightafterwards-thesoldier'sart:
Onetasteoftheoldtimesetsaltorights. 90
自分は目を閉じて､自分の心の中を覗いてみた｡戦に出る前に人が一
杯の酒をたしなむように､自分もこれから騎士としての役割を果す前
に､適当な希望を持ち､勇気付けられておくことが出来るようにして
おきたいと望む｡そのためには､過ぎし昔の仕合せだった時の光景の
一つでも思い出し､励まされたいものと思った.先づ考えて後に戦う
-それは兵士の法である｡過去のある一つの思い出は､すべてを正し
く秩序立てる力となるものだからと思う｡
読者は勿論のこと騎士でさえ､これからどんな戦いが彼を待っているのか､Ltつ､
どこで､なぜ戦はなければならないか､全くわかっていない｡彼はいっも思いがけ
ない異常なものに出会い､異様な風景を目撃しつつ､見知らぬ荒野を不安と恐れに
さいなまれながら､孤独な歩を前に運ぶのみである｡もはや引き返すことは出来な
いのである｡騎士がもつ旅の目的に対する不安や恐怖に対し､Browningは全くそ
の秘密を明かす様子はない｡それでこれが後々までも論議の的になる｡しかし
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詩人は初めから明かすにも明かす程の秘密をもっていなかった｡彼にはそんな
ものは初めからなかった｡た 幻ゞ想的な想像による作品だと主張し続けた｡
XVⅠ∫
Notit! IfanciedCuthbert'sreddeningrace
Beneathitsgarnitureofcurlygold,
Dearfelow,tilIalmostfelthimfold
Anarminminetofixmetotheplace,
Tbatwayheused.Alas,onenight'sdisgrace! 95
0utwentmyheart'snewfireandleftritcold.
自分は目を閉じて､昔の記憶を辿り､勇気を鼓舞しようとしたが､そ
うにはならなかった｡いや駄目だ !自分は友人の一人である騎士の
Cuthbertの赤らんだ顔を思い出していた｡金色の捲毛の飾りの下のな
つかしい顔を｡彼は彼の腕を､我が腕の中にさし入れ自分をしっかり
抱くようにしたのをおぼえている｡それは彼がいっもする癖であった｡
だが､あ ､ゝあの一夜の汚れた不名誉な行いは!自分の胸の中の新た
なる火は忽ち消え､冷たくなってしまった｡
ⅩⅦ
Gilesthen,thesoulorhonour-therehestands
Frankastenyearsagowhenknightedfirst.
Whathonestmanshoulddare(hesaid)he
durst.
Good-butthesceneshirts-一augh!whathang一
manhands
Pintohisbreastaparchment?Hisownbands
Readit.Poortraitor,spituponandcurst!
18
100
それではもう,1人の友人Gilesを思い出す｡彼は栄誉ある人｡彼は十
年前に初めて騎士となった時と同様に淡泊､率直に､そこに立ってい
る｡正直者のすることなら､何でもやってみせると誓った彼だった｡
それは結構なことだった｡しかし状況はまるで一変した｡彼の功労は
ほんものではなく､罪科であったと認められ､反逆者といわれた｡何
と忌まわしいこと!どんな絞刑執行人の手が､Gilesの胸に羊皮紙の宣
告文をとりつけたのか?彼の同僚達はそれを読み､哀れなる裏切者よ
と唾を吐きかけた｡
ⅩⅧ
Betterthispresentthanapastlikethat;
Backthereforetomydarkeningpathagaln!
Nosound,nosightasfaraseyecouldstrain. 105
Wilthenightsendahowletorabat?
Iasked:whensomethingonthedismalflat
Cametoarrestmythoughtsandchangetheir
train.
思えば､過ぎし厭わしき時よりは､現在の自分の状態の方が遥かにす
ぐれている｡それ故､定められている日暮の暗い道に立ち戻る!見渡
す限り､聞こえる音も､見えるものも全くなし｡せめて暗夜は臭か､
煽幅でも送り届けてくれぬものかと､問うてみていた｡すると陰欝な
平原の上に何かが現われ､自分の注意を引き､先刻までの思いの方向
を転換させた｡
ⅩⅨ
Asuddenlittlerivercrossedmypath
Asunexpectedasaserpentcomes.
19
110
Nosluggishtidecongenialtotheglooms;
This,asitfrothedby,mighthavebeenabath
Forthefiend'sglowlnghoof-toseethewrath
Ofitsblackeddybespatewithflakesand
SpumeS.
突然面前に蛇が現われて来た如く､自分の行手に細い川が道を横切っ
て流れていた｡しかしそれは緩やかな流れではなかった｡その泡立ち
流れる様をみれば､その昔､悪魔がその熟し切って光を放っている蹄
を冷すのにふさわしい所であったかも知れない｡黒い渦巻きが怒って､
泡立ち､飛沫をとばしているのをみれば｡
XX
Sopettyyetsospiteful!Alalong, 115
Lowscrubbyalderskneeleddownoverit;
Drenchedwilowsflungthemheadlonglnafit
Ormutedespalr,aSuicidalthrong:
Theriverwhichhaddonethemalthewrong,
Whate'erthatwas,roledby,deterrednowhit. 120
川はちっぽけであるが､陰険そのものだった !川縁に沿って､いじけ
て発育の止まったほんの木 (赤楊)が川面に脆くように､その枝を垂
れていた｡柳の枝は水にぬれて､垂れ下がり､無言のま ､ゝ絶望の発
作を起こして投身した群の如く､水面に身を投げかけていた｡彼らに
対して､それがいかなるものであったか不明だが､川は多くの害毒を及ぼ
した｡それでも川は妨げられることなく､平然と淀みなく流れていた0
Ⅹ氾
Which,whileIrorded,-goodsaints,howIfeared
20
Tosetmyfootuponadeadman'scheek,
Eachstep,orreelthespearIthrusttoseek
Forholows,tangledinhishairorbeard!
-Itmayhavebeenawater-ratIspeared, 125
But,ugh!itsoundedlikeababy'sshriek.
自分は流れの中を歩いて前進せねばならなかった｡その時あっ!と驚
いた｡一足進む毎に死人の頬を踏みつけたのではないかという恐怖感
に襲われた｡又川底に窪みがありはしないかと用心して､槍先で探り
を入れると､死人の頭髪や髭 (あごひげ)がからみ着いたように思え
て戦懐した｡いや､そうではない｡自分が刺したのは水鼠だったと､
思い直した瞬間､うあー違う!それは赤児の悲鳴のように聞えたりし
た｡
(このようにして騎士は絶えず､身の毛の逆立ち､全身の血が引くような恐怖
と幻影にさらされながら､ひたすら旅を続けて行く｡これらの箇所は特に批評
家達の注目する所となっている｡)
Ⅹ】皿
GladwasIwhenIreachedtheotherbank.
Nowforabettercountry.Vainpresage!
Whowerethestrugglers,whatwardidtheyl
Wage,
Whosesavagetramplethuscouldpadthedank 130
Soiltoaplash?ToadsinapoISOnedtank,
Orwildcatsina-red-hotironcage一
向う岸に着いた時はうれしかった｡さあ､これからもっと楽な土地を
旅することが出来ると思ったが､全く無駄な予測であった｡いったい
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誰がこの地に踏み込んで､土地を荒したのだろうか?どんな闘争をこ
でゝ展開したのであろうか?どんな野蛮な奴等がこの地を踏みつけて､泥
棒にし､水留りにしてしまったのだろうか｡まるで墓の群を毒を入れた水
槽の中に､或は山猫の群を真っ火に焼けた鉄格子の鑑の中に投げ込んで閉
じこめたように､人々はこの場所に投げ込まれて闘わせられたのだろうか｡
ⅩⅩⅢ
Thefightmustsohaveseemedinthatfelcirque.
Whatpennedthemthere,withaltheplainto
choose?
Noroot-prlntleadingtothathorridmews, 135
Noneoutofit.Madbrewagesettowork
Theirbrains,nodoubt,likegaley-SlavestheTurk
Pitsforhispastime,ChristiansagainstJews.
それはまるで恐ろしい闘技場でみるような､残酷な光景そのものであ
ったにちがいない｡他にもこんな広い平野があるものを､何が人々を
この平原に閉じこめて戦わせたのだらうか?その戦いのおそろしい鑑
に入った人々の足跡も､出て行った人々の足跡ももう残っていない｡
恐らく彼らは頑を狂わせるような酒を飲んで頑がおかしくなったのだ
ろう｡その昔､ トルコの軍勢がキリスト教徒とユダヤ達を捕えて､軍
船 (galey船).を漕ぐ奴隷として連れ戻り､彼らに真剣勝負を命じて
娯楽の具としたように､この地でも人々を戦わせたのだろうか｡
ⅩⅩⅣ
Andmorethanthat-afurlongon-why,there!
Whatbadusewasthatenglnefor,thatwheel, 140
0rbrake,notwheel-thatharrowfittoreel
22
Men'sbodiesoutlikesilk?withaltheair
OfTophet'stool,onearthleftunaware,
Orbroughttosharpenitsrustyteethofsteel.
そればかりでなく､8分の1マイル進んだ時､何故､そこに !そのよ
うな物があるのか驚いてしまった｡あの機械､あの車輪､あの拷問用
の歯車はどんな残虐な行為を行うために用いられたのだろうか｡いや
車輪ではない一人髄を絹の練屑の様に砕く､まぐわり､のような刑具
が､何故人目につかぬま にゝ地上におかれているのだろうか｡それと
も鋼鉄の錆た歯を研ぐために持って来られていたのであろうか｡
XXV
Thencameabitorstubbedground,onceawood, 145
Nextamarsh,itwouldseem,andnowmere
earth
Desperateanddonewith;(Soafoolfir!dsmirth,
Makesathingandthenmarsit,tilhismood
Changesandoffhegoes!)withinarood-
Bog,clayandrubble,sandandstarkblack
dearth. 150
少し歩いて行くと､合っては森であったであらうに､その木立の切株
までが取り抹われた狭い土地に出て来た｡将来はそれは沼になったも
の よゝうに見えるだらう｡が､今は只､荒れ果てた精気のない役に立
たないものになってしまっている｡ (あたかも愚か者が､悦に入って､
物を造り､それを又壊し､気分が変わると､もうそれを顧みないで去
ってしまう!丁度それのように｡)今は%ェーカ位しかない土地には
沼があり､粘土が､瓦磯が､砂や黒ずんだむき出しの地があるのみだ0
23
X}VI･
Nowblotches.rankling,colouredgayandgrlm,
Nowpatcheswheresome.leapnessofthesoil's
Brokeintomossorsubstanceslikeboils;
Thencamesomepalsiedoak,acleftinhim
Likeadistortedmouththatsplitsitsrim 155
Gapingatdeath,anddieswhileitrecoils.
今度はこゝには赤く欄れた黒ずんだ､膿をもった庖 (もがき)のよう
なものがあり､そこには､やせこけた土地に､腫物のように苔が生え
ていた｡次には中風で麻挿したような樫の木が立ってい､た｡その木に
生じた裂け目は歪んだ鰐の口のようにぎざぎざしていた｡その日は死
をみつめつ ､ゝ鳴ぎながら､あとずさりしっ ､ゝ死んで行く｡
ⅩⅩⅦ
Andjustasfaraseverfromtheend!
Noughtinthedistancebuttheevenlng,nought
Topointmyfoわtstepfurther!Atthethought,
Agreat-blackbird;Apolyon'sbosom-friend, 160
Sailed､past,norbeathiswidewingdragon-penned
Thatbrushedmycap-perchancetheguideI
sough t.I
ほんとに自分の目指した旅は果てしなく.遠かった !行けども､.いけど
も夕闇しかはかに何もなかった｡革の進まんとする所を示してくれる
ものは何もない !と思った､とたんに大きな黒い鳥､即ち悪鬼の親友､
アポリオン⑩が我の側をさっと滑るようにかすめて去って行った｡彼の巨
⑬ Apolyon(アポリオン)ヨハネの黙示録第九章十一節参照｡｢彼らは (いなご)
底知れぬ所の御使いを王にいただいている｡彼の名はへブル語でアバドンといい､
ギリシャ語でアポリュオンという｡｣ギリシャ語のApolyonにはdestroyerの意
味がある.聖書のほかにBunyanのPilgriTn'sPT･OgreSSの中にもApolyonは
恐ろしいMonsterとして出ている｡
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大な広い龍のような羽を､羽掃きもさせずわが帽子を沸いのけて行っ
た｡多分それは我が心の中で求めていた､案内人だったのかもしれない.一
XXⅧ l
For,lookingup,awareIsomehowgrew,
'Spiteorthedusk,the→plainhadgivenplace
Alroundtomountains-withsuchnametogr'ace 165
Mereuglyheightsandheapsnowstoleninview.
How＼thustheyrhadsurprisedme,- solveit,you!
Howtogetfromthemwasnoclearercase.
なぜならば､ .目を上げて見た時､ .薄暗がりの中ではあったが､荒野が､
近くまで迫って来た山々に囲まれて､見えなくなっているのに気がつ
いたから､-しかし､それらは山々等と､-美しい名前をっけるのには
あまりにも､お粗末な､いつ忍び寄って来たとも知れぬ､醜い盛り上
がりか､堆積にすぎなかった｡思いも寄らぬ不意の出来事に自分は動
転した-｡自分を閉じこめたこの山々からいかにして脱出すべきか､
諸君にわかるだろうか !いや､全くの難題であった｡
ⅩⅩⅨ
YethalfIseemedtorecognizeSOmetrick･
Ofmischiefhappenedtome,Godknowswhen- 170･
Inabaddreamperhaps.Hereended,then,
Progressthisway.When,intheverynick
Orgivingup,onetimemore,cameaclick
LAs whenatrapshuts-you'reinsidetheden!
だが自分は半ば何か悪い企らみが､我が身の上に､秘かに振りかゝっ
ているのを知った｡多分何か悪夢にとりつかれている時におこるよう
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なものが｡神様のみが御存じだ-｡ではこの方向に進むのはもうお仕
舞だ !もうこれ以上進むのは止めた､と今一度､思ったまさにその瞬
間､恰も民の戸が閉まるかのようなかちっという音がした｡-汝は洞
穴の中に閉じこめられたのだ !と｡
ⅩⅩX
Burninglyitcameonmealatonce, 175
Thiswastheplace!thosetwohilsontheright,
Crouchedliketwobulslockedhorninhornin
fight;
Whileto､theleft,atalscalpedmountain.‥
Dunce,
Dotard,a-dozingattheverynonce,
Afteralifespenttrainingforthesight! 180
(175行目のitは騎士の心に閃めいた考のこと)突然､熱く刺すような
ものを鉢に当てられたように､ある考えが頑に閃めいた｡これこそが
我が目指す場所だったのだ!右の方にあるあの2つの岡､まるで2頭
の牡牛が互いに角と角とを絡ませて闘っているようだ｡一方､左手に
は高い禿山が聾え立っている｡自分は何とのろまな､愚鈍な奴めだろ
う｡何としたことだ｡この情景をみるために､生涯をかけて探求し､
修業を続けて来たものを､まさに大切な時にまどろむとは!
XXX【
WhatinthemidstlaybuttheToweritself?
Theroundsquatturret,blindastherool'sheart,
Builtofbrownstone,Withoutacounterpart
lnthewholeworld.Thetempest'smockingelf
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Hestrikeson,onlywhenthetimbersstart.
それらの真申にあるのは目指す塔自身でなくて何だろう?縛るような
格好をした小さな塔､愚かなもの 心ゝのように暗く､茶色の石で築か
れ､世界中にそれに類似するようなものはひとつもない独特なものな
のだ｡人を馬鹿にし､あざける嵐の手先である妖精Arielは､船が難
破し､船の船骨や助材がくずれ落ちた時､はじめて､船乗りが乗り上
げて座礁した暗礁や砂床のある所を教えてくれる｡それと同様に自分
も力つきて､もう探求の道を止めようとしたその時､やっと自分の求
めていた塔の姿をみせてくれた｡
ⅩⅩ氾I
Notsee?becauseofnightperhaps?-why,day
Camebackagainforthat!beforeitleft,
Thedyingsunsetkindledthroughacleft:
Thehils,likegiantsatahunting,lay, 190
Chinuponhand,toseethegame▲atbay,-
"Nowstabandendthecreature.-tothehert!"
夜が暗くて､多分塔がみえなかったのだろう､とお尋ねになるのです
か｡いやどうして?そんなことはありません｡そのために明るい昼が
又やって来ました｡沈みかけた太陽は塔の裂け目を通して赤く輝きま
した｡狩りをしている巨人達が良くするように､連なる山々は､手の上に
頬杖をついて横たわり窮地に落ちた獲物を見ている- ｢そら､ナイフを柄
の所まで刺し通せ｡その獲物を殺せ｣-と叫んでいるようだ｡(これは暗が
りの中を恐怖におの さゝながら歩いて行く騎士の想像する幻想である0)
ⅩⅩⅩⅠ[
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Nothear?whennoisewaseverywhere!ittoled
lncreaslnglikeabel.Namesinmyears
Ofalthelostadventurersmypeers,- 195
Howsluchaonewasstrong,andsuch.wasbold,
Andsuchwasfortunate,yeteachofold
Lost,lost!onemomentkneledthewoeoryears.
聞こえなかったのではないですか?四方八方に騒音が溢っていたので!
と､お尋ねになるのですか｡いや､それはまるでベルが鳴り響くよう
に､ますます声高になって来た｡自分の耳には､同じように探険に出
かけたが､もう今は亡き数に入った同志達､一人､一人の名前が聞こ
えてくる｡彼は実に筋骨遥しい奴だった｡たれ､それは勇敢だった｡
あれは幸運だった｡だがそれはすぎし日のこと｡誰れもかれも皆亡く
なってしまった｡一瞬鳴り渡った弔いの鐘は､多年の悲しみを思い起
させ､鳴り響いた｡
ⅩⅩⅩlV
Theretheystood,rangedalongthehil-sides,met
Toviewthelastofme,alivingframe
Foronemorepicture!inasheetorflame
lsawthemandIknewthemal.Andyet
Dauntlesstheslug-horntomylipslset,
Andblew"ChildeRolandtotheDarkTower
came.W
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死せる彼等は皆山腹に立ち並び､もう一枚の絵を囲む生きた額縁のよ
うになって､もう一人生き残っている者 (Roland騎士当人のこと)が､
彼等の仲間にどのような様子で入ってくるかを､見届けようとして集
まって来ていたのだった!パッと一瞬燃え上がった火沼の中に包まれ
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た彼等の姿が見えた｡彼等は皆自分の旧知の仲間であった｡彼らの辿
ったであろう恐怖の道も､その不幸な運命も良く察することが出来た｡
自分もこ にゝ達したからには､死を覚悟せねばならないとさとった｡
しかし勇を鼓して､刺八を口に当て､高らかに吹き鳴らした｡｢チャ
イルド･ローランド暗黒の塔に到達せり!｣と｡
最後になっても運命の虜になるをよしとせず､不屈の精神をもって名乗りを
あげたが故に､ローランドは生き残り､この物語を語ることが許されているの
だ､と詩人は心中秘かに思っていたに違いない｡
以上で詩の読解は一応終ったのであるが､初めに述べたこの作品に関する諸
研究者の意見や感想､及びそれらに対する反論､並びにプラウニング自身の考
えや意見､意図は次号 (十号)にまとめて述べることにする｡その時には今回
読んだ詩の内容を細かく検討しながら論ずるつもりである｡
次号に続く0
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